



外傷後成長 (Posttraumatic Growth;以 下 ,
PTGと 称す)と は,外傷的な体験,そ してそれ
に引き続 く苦 しみの中か ら,心理的な成長が体験
され ることを示 している (Tedeschi&Calhoun,
2004)。 PTGの生起には,衝撃度の高い出来事が
きっかけとなるc,ま た,何 らかの心理的もがきが
あってこそ生起 しえる (宅,鸞 10)と い う
=
2.苦悩について
フランクル (1998)は ,危機 に直面 した人が








PTGには, 5因 子があ り,「精神性的変容」 と
呼ばれる領域があ り「宗教的信念がより強 くなっ
た」,「精神性 (魂)や,神秘的な事柄についての
理解が深まった」の2項 目か らなる。 リーブ ジッ
ヒ (2015)は ,PTGの 「精神性的変容」を,「 人




で, うまくいった ものは,多 くの場合ッ トラウマ
経験者の物語によく現れ,「精神 性白勺変容」に対
応す るメッセージの強化 として,「 災害は私の人
生に新 しい道を開いただろ うか。人生哲学・価値
の仕組み 。宗教・スピリチュア リティに関する結
論など」 と示 しているcこ のように,精神性的変
容は,多 くを含意 した多義的な成長である。 開
(2009)は 「日本人には トラウマ後のスピリチュ
アル変容が縁遠い印象が伺える」と述べているが ,
精神性的変容は,必ず しもキリス ト教信者に限 ら
「突然の死別経験者のPosttraumatic Growthに 関する臨床心理学的研究」
一 苦悩と精神性的変容に着 目して 一












験の中でも, よ り強烈な衝撃だ と思われ るti.



















Aは ,娘 との死別後,『 ″療』に『 ご́ノ∫れた』
娘の死を F趨受 て重『 ■までやろ う基 という活力
を得た。また,家族の結東)以前に宗教から学ん
だ『 淘:があってるメ1励」 という死別以前の考え方



















を得たとi司 時:こ 夕F庁オ″′二麦を ι.'無 」,そ し




どは, 密、子との死別後,0『婆き″ il)て~ま たI
よ硬!1人の嘆きを ト リ』ゝヒか『悪い』じゃなく
『 そのまま/′ガノチる』 ようになった。0教会で,C
ヂ)言 うことを理解 lン て i)ら えるよう1/こ なった (言
葉の説得力を増 した〕.こ の①②を,F形を変受』
た急子とし,『 なの中r生まf(3』 と |し た.ま た ,
苦 1満 の最中!こ いる人が, 今はわからなくても,











Bは ,彼女の自殺について『 鮮|ガ S,表:′ ιて
｀
とまっ
/を』Fガ』という『F"薄剰 続いた他人 |こ は理解
できない苦脳 〔神様を否定できないこと!こ ミる宗
教性による苦 |｀通)を抱いた。Bの F「 デ/グ 声｀キが薄








まりとい う苦悩を抱いたが,それ らを含めて ,
『 ダま″つてまた』 ことが,Cの得た精神性的変
[突然の死別経験者のPosttraumatic Growthに 関する臨床心理学的研究」 桝田翼
容全てに繋がつていることが示唆された。
S.PTGに作用 したもの

















リス ト教信者以外にも体験 され得るとい う説明
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